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峰
山
町
一
区
は
、
峰
山
地
区

の
北
側
に
位
置
す
る
元
気
い

っ
ぱ
い
な
区
で
す
。 

こ
の
区
は
峰
山
町
吉
原
、
峰

山
町
不
断
、
峰
山
町
四
軒
、
峰

山
町
赤
坂
か
ら
な
る
四
つ
の

地
区
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

古
く
か
ら
城
下
町
と
し
て

栄
え
、
権
現
山
、
京
極
家
陣
屋

跡
、
金
峰
神
社
、
峰
山
小
学
校

と
「
歴
史
と
自
然
」
に
抱
か
れ

た
風
光
明
美
な
住
宅
地
で
す
。 

人
口 

 
 

２
９
７
人 

世
帯
数 

１
２
９
世
帯 

（平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
現
在
） 

北には網野町・日本海が見わたせます 

 

当時の面影はありませんが、建物跡を示す碑が建

てられています 

年
（
一
六
二
四
年
）
お
国
入
り
を

し
て
城
下
町
を
作
り
、
峯
山
町
と

改
称
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
な
る

と
城
砦
（
じ
ょ
う
さ
い
）
の
必
要

性
も
な
く
な
り
、
吉
原
山
城
を
廃

し
て
藩
主
の
居
館
（
御
陣
屋
）・
御

蔵
・
侍
屋
敷
等
を
作
り
ま
し
た
。 

吉
原
山
は
、
京
極
氏
が
山
頂
に

蔵
王
権
現
を
祀
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、「
権
現
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
山
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的

背
景
の
中
で
生
ま
れ
、
京
都
府
の

歴
史
的
自
然
環
境
保
全
地
域
に
も

指
定
さ
れ
、
自
然
が
保
持
さ
れ
て

き
ま
し
た
。 

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
と
四
季

折
々
の
美
し
い
自
然
を
残
す
素
晴

ら
し
い
環
境
の
権
現
山
で
す
。 

こ
れ
を
ご
覧
の
皆
さ
ん
も
是
非

お
弁
当
を
持
っ
て
、
お
気
軽
に
ハ

イ
キ
ン
グ
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

京
丹
後
市
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

す
る
峰
山
町
は
そ
の
昔
、京
極
（
き

ょ
う
ご
く
）
藩
一
万
三
千
石
の
城

下
町
で
早
く
か
ら
ち
り
め
ん
の
生

産
を
始
め
、
商
業
地
と
し
て
栄
え

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

吉
原
山
城
（
や
ま
じ
ろ
）
は
、

標
高
180
ｍ
の
吉
原
山
山
頂
に
築

い
た
山
城
で
す
。 

一
色
（
い
っ
し
き
）、
細
川
、
京

極
三
氏
の
城
地
と
し
て
約
五
百
年

の
間
、
丹
後
の
政
治
・
軍
略
の
中

心
と
し
て
治
め
て
き
ま
し
た
。 

嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
年
）
守

護
一
色
詮
範
（
あ
き
の
り
）
は
、

吉
原
山
祇
山(

や
ま
か
み
や
ま
）
に

初
め
て
山
城
を
築
き
ま
し
た
。 

織
田
信
長
の
時
代
に
城
主
は
細

川
氏
に
代
わ
り
、
徳
川
時
代
に
は

京
極
氏
に
代
わ
り
ま
し
た
。 

京
極
家
初
代
高
道
氏
は
元
和
十

金金峰峰神神社社とと神神輿輿渡渡御御  

金
峰
神
社
は
、
千
三
百
年
代
権
現
山

に
山
ず
み
神
が
祀
（
ま
つ
）
ら
れ
て
お
り
、

蔵
王
権
現
と
併
せ
て
崇
（
あ
が
）
め
ら
れ

て
い
た
峰
山
最
古
の
神
社
で
す
。 

 

昭
和
二
年
の
丹
後
大
震
災
に
よ
り
、
社

殿
が
倒
壊
し
、
昭
和
五
年
に
現
在
の
場

所
に
移
さ
れ
八
十
数
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
ま
す
。 

 

昭
和
五
十
五
年
に
、
遷
座
五
十
年
を

記
念
し
、
神
輿
巡
行
が
再
開
さ
れ
、
以

後
毎
年
、
五
月
五
日
の
例
祭
に
は
地
域

の
有
志
た
ち
で
「
お
み
こ
っ
さ
ん
」
を
担
い

で
街
中
を
練
り
歩
き
ま
す
。 

 

こ
の
日
は
威
勢
の
よ
い
声
が
飛
び
交
い
、

と
て
も
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。 

 

歴史ある峰山小学校の校舎 

二階にある広々とした講堂 

こ
の
建
物
は
震
災
記
念
館
、
旧
京
都
銀

行
と
同
一
の
設
計
士
に
よ
っ
て
建
造
さ

れ
、
そ
の
重
厚
な
雰
囲
気
は
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
の
存
在
感
に
溢
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
耐
震
強
度
の
問
題
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
23
年
度
ま
で
は

二
階
の
講
堂
で
多
く
の
新
入
生
を
迎
え
、

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
趣
の
あ
る
校
舎
は
、
ま
ち
の
文
化

財
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
建
物
の
ひ

と
つ
で
す
。 

 

当
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
歴
史
あ

る
峰
山
小
学
校
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

峰
山
小
学
校
は
、
明
治
２
年
、
藩
学
敬

業
堂
を
敬
業
館
と
改
称
、
不
断
町
小
学
校

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
２
年
に
は
丹
後
大
震
災
の
た
め

壊
滅
（
殉
職
教
員
８
名
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
２０４
名
死
亡
）
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同

４
年
に
現
在
地
に
新
校
舎
が
落
成
さ
れ
、

80
有
余
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。 

17
年
ほ
ど
前
か
ら
、
区
の
文

化
行
事
と
し
て
、
毎
年
陶
芸
愛

好
家
が
集
ま
っ
て
陶
芸
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。 

 

は
じ
め
の
頃
は
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
、
思
う
よ
う
な
作
品
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近

は
大
作
や
力
作
、
そ
し
て
一
味

違
う
趣
の
あ
る
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
「
作
品
」
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

秋
の
「
西
地
区
文
化
祭
典
」

へ
の
出
品
も
楽
し
み
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

峰山町の北寄りに位置する 1区 

素晴らしい作品が揃いました 


